
昭和42年9月1日第14号

NORCニュース

社団法人日本外洋帆走協会
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猛暑、炎暑に見舞われた今夏も会員各位におかれては”もっぱら洋上に心おきなくクルージングさ

れ帆走技術の向上に鋭意はげまれたことと思います。

別記のとおり、上半期レース入賞艇表彰式、恒例の鳥羽パールレース（才8回）も盛会のうちに

終了いたし、会員鹿島郁夫氏による壮挙は「ヨット」についての認識をたかめ、また内海、東海及

び京都各支部においても活発にレースを催され、今夏の鳥羽パールレースにはそれぞれ出艇され平

素の練磨振りを発揮されました。

なお、東海支部にては、海幕護衛艦隊旗艦「あきづき」を半田港に招き、同艦上にて盛大な衣

浦フリート結成式並びに1966入賞艇表彰式を催すなどNORCの躍進振りを公開しました。

京都支部に於ても会員の増加と相待って、相次いでレース展開鳥羽パールレース参加のシーメー

トは帰航時明石方面へ廻航されました。

ヨット無線の専用波が認可ニー

ー

i 兼てからヨット、モータボートの為の専用無線の波長を申請していましたが、今回27MC.

DS.B.1Wの専用波の割当を受けました。

この波長は、ヨットは勿論プレヂアーポート（除営業船）の総てが使用する為に認可されたもので

将来は全国三島岸に無線基地局が出来れば非常に便利になります。

今回は取敢ず関東水域は罐jl膜ヨット無尉港（会長鈴木正幸氏）が設立され基地局を開設し

無線業務を開始しました。

ご参考迄に神奈川県ヨット無線協会への入会は入会申込書に下記金額を添えて申込下さい。
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1．加入金3，000

2．出資金5，000

3．会費24，000（年額）

移動局（ヨットに設置）の送受信機は約110，000位します。

◇各委員会よりの報告

1コ、

1、総務委員会

常任委員会の開催

才6回…･昭和42．6．13（火）18：50出席者16名

議題

1．「才17回大島レース」終了に伴う経過報告

2「才2回初島レース」（6／24－5）の開催について

ろ．小網代湾内の埋立、防波堤建設工事に伴う船舶の航行注意について（横須賀海上

保安部通達）

4．19679上半期レース入賞艇表彰式及び懇親会（会費徴収）の開催について

5．その他

A)運輸省業務監査終了報告

B)その他

才7回…･昭和42.ス11（火）18．30出席者21名

議題

1．「才2回初島レース」終了に伴う報告

2．「才8回鳥羽パールレース」（7／28－30）の開催について

ろ．1967士期入賞艇表彰式について

4．その他

才8回．…昭和42．8．17（木）18：ろ0出席者16名

議題

一

■
。

1．「才8回鳥羽パールレース」終了に伴う縄愚報告
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2．クルーザー海洋教室の開催について

ろ．物品税減税対策委員会の動静について（報告）

4．その他

2、安全委員会

去る8月4日神奈川県庁職員会館において神奈川県農政部水産課漁船保安係主催による「小型

船舶安全対策に関する協議会」に横山安全委員長出席されました。

その要旨をお知らせします。
へ

◎小型船の安全規制についての神奈川県条令について

船舶安全法才29条により、船舶安全法から除外されている旅客船以外の下記

6)20トン未満の帆船

②5トン未満の動力船、ろかい船

（3）平水区域のみを航行する帆船

の安全規制を最近、神奈川県が準備しつゞある。これは運輸大臣の要望によるもので、主とし

て遊漁船を対照とするものであるが、遊漁船以外の小型艇（自家用ヨットを含む）にも適用さ

れる条令を、来年から実施する予定で準備が進められている。

遊漁船とは

6）漁業を行なう目的以外の目的で、船内において水産動植物の採捕を行なう者が乗船する

船舶

（2）水産動植物の採捕を観覧する者が水産動植物の採捕を行なう者と共に乗船する船舶

を総称している。

その条例の内容は

6）遊漁船は、営業用自家用を問わず神奈川県農政部の検査を受けねばならず､航行水域

と最大定員の厳守や安全備品の整備が強制される。

（2）遊漁船以外の小型艇は、航行水域や検査の強制を受けないが．最大定員などは届出ね

（
」

＝P

ぱならないし、安全備品は整備せねばならない（但しNORC安全規則よりは遥かに
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下廻った規準である）

(ろ）神奈川県は、小型船に立ち入り検査を行う権限を持ち、違反者に過料（2，000円以

下）を課する職権を持つ。

概略以上の主旨となる予定、NORO安全委員会は、この件に関心を持ち、今後も情

勢の進展があれば報告する予定であります。

3，計測委員会

前号NORCニュースにて発表いたしました計測日を一部変更し、当日の担当者も定めました

からお知らせします。

9／10（周東委員）10／15（稲垣委員）

11／19（村本委員）12／3（周東委員）

なお、会員小林和夫氏が社用でロンドンに出張されました折にRORCより計測要具を購入

していただきました。

新器具による計測実施まで、現行のレーテングの有効期間（2ケ年）を延長するこになりまし

た。

4、レース委員会

上半期のレースは無事故のもとに各レース共好成績を収め去る7月16日1ろ：00より賑々

しく江の島ヨツトクラプで表彰式を催し、才1回八丈島レースの優勝艇CHITAⅡは揃いの

ブレザーコートに威儀を正した乗員村井氏他2名が来場され高松宮杯、関谷（会長）杯を万来

の拍手に迎えられて授与をうけ、ひときわ印象深いものがあった。．なお、新規ご寄贈による

オリンパス杯、舵杯共KEIJONIAの占めるところとなり才1回大島廻航レースの天山杯も

併せて獲得され三冠王の貫録を示した。

本年度下半期の計画レースは既報のとおりで月例ポイント,レースを始め下記のとおりですから奮

ってご参加願います。

申込み締切り日には特にご留意下さい。なお、レース参加艇（月例ポイントレースも含む）は

NORC安全規則による安全検査を完全に済し、又計測も言噸1委員と充分打ち合せの上実測を
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済して出場するよう不本意の結果を招かない様に願いま･す。（麻里記）

才12回神子元島レース（10／20～22）申込締切日‘9／25（月）

矛3回初島レース（10／28～29）〃〃10／2（月）

才5回小網代ｶﾂプﾚｰｽ(11/25～26)〃〃11/5(月）

◎矛2回初島レーース、才8回鳥羽パールレースの経過報告、成績表及び会計報告（1967．上

半期ポイントレース含む）等は俵記のとおりです。

へ

5，海事普及委員会

◎1967年度クルーザー教室の報告

今年度は受講者の数を10名に限り、座学と実習を並用して開催致しました。

その結果は、大体目的を達したと思います。今年の受講生の中からすでにオーナーになった受

講生が2名。その1名は、新艇により鳥羽レースに出場して居ります（加藤氏）次の一艇（伏

原氏）は10月に完成、東海水域で活躍することと思います。

現在迄に教室受講者約100名、その中で24隻程は、オーナーになって居られます。

今後も、この様な方法で着実にクル･-ザー教室を続けて行くつもりで居ります。

クルーザーの教育は一時に数十名に教えると云うことは不可能と思います。日本のヨット界も

ヨツトマンの数を無意味に増加させるよりも、小数精鋭主義で行くべき時が来たと思いますの

で、各位もその点につき御協力御願致します。

海事普及委員長関根久

~

（
」

回ペナントの交歓

当協会関谷会長は去る8月27日夜ホテルオークラにて来遊中の米国THECATBOAT;.

ASSOCIATI0Nの。．M、mAVmNS会長夫妻の懇請により歓談され、その折ペナントの

交歓をされました。
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守寺塁

1 967，クルーザー教室会計報告

収入の部

受講料（10名）

合計

支出の部

100，000円

100，000円

教室借用料（ろ／23．4／6.5／11．6／29計4回）

教材費

講師助手謝礼（座講実習）

食事代（座識実習）

お茶代（全員分)‘

実習艇借料（7回）

交通費（講師、助手）

合 計

NORO関東支部

海事普及委員長

関根

5，000

4，700

35，600

34，400

1，470

35，000

20，040

136，210

差引不足分 36，210円
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水路委員会

◎ヨットのための港湾メモ（舵誌上に水路委員会で掲載したもの）をまとめて会員に配る件

舵誌のご協力で7月末矛1巻ケラ刷を完成、宇都宮氏（しきね船長）に校正を依規8

月下旬校正完了、9月には会員にお配りできる予定です。

特別会員（オーナー）には無料、普通会員、準会員には実費をいただくよう計画していま

す◎

引きつ蛍き来年度には才2巻をまとめるつもりです。（福永水路委員長）

へ

囮物品税減税対策委員会

ヨット．モーターボートに対する現行物品税については、かねてからその不当を嘆じてお

り、受益者一団となって減税陳情に当るべく、去る5月24日才一回の会合を催し、次后

下記のとおり会合を続行しています。

才1回5／24矛2回7／7才3回7／11

才4回8／4才5回8／11以上

出席者（略敬称）

舟艇協会士肥勝由

日本ヨット協会岩田、和田

NORC飯島、渡辺も外山、大儀見、久保田、関根、横山福永、竹下、

周東、名和、則武麻里

去る8月11日の会合には造船所、関連工業の方左の参集を得て業界の団結を進言し了承

を得た。

出席者（略敬称、順不同）中台（リンフオースエ業）

河原（岡本造船）加藤（加藤ポートエ業）

鈴木（ｵﾘｴﾝﾀﾙボート）熊沢（三河造船）

黄地（東京ヨット）

原（ﾆﾕｰジﾔパﾝマリン）

委任～辻堂加工、トーアヨツト、ツポ井ヨット

（
」
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1967，上半期レース入賞艇
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1967年第‘2回初島レース報告

レース帆走委員長戸田一邦司

1．スタート：

昭和42年6月24日（士）21：00

2．コース：

小網代一初島(時計回り）一江の島約48哩

3．出走艇：

29隻（参加人員162名）

4．天候：

曇り、はじめはSmの微風、のち風は更におち、25日午前10時頃からSWとなって、フ

イニツシユ時（25日12．00～15．00頃）は5～7W/s｡

5．レース極圖：

スタート後初島までのコースは微風の追手で、初島に近づくにつれて風はおち、おくれた

艇ほど廻航に苦心したもようである。トツプグループのトンガ．ミスサンパード、きがみⅡ

等は25日03，05頃初島南端を東にみており、続いて潮風Ⅲを除くクラスⅡ、クラスⅢ及

びクラスⅣのもさⅢ等5隻が0350までの間に同位置に至燵している。0400～050

0に同位置に到達したのはわずか2隻でクラスVの全鍵鋤軋Ⅲその他が0500以降に廻

航している。

3時間に渉って初島を廻航しながらも微風のため全艇それ程の差がなく一団となって江の

島に向ったが、潮風Ⅲは極端な沖コースをもも.さⅢ及びマイグレーターがこの中間位のコー

スをとり、これらの縄ま0130頃から吹き出したSWを早目にとらえて有利となり、潮風

Ⅲは12．07トップでフイニツシユ、続いて1時間のうちに殆んどフイニツシユしてしまっ

た。

大部分が微風のため大型艇にとってはまことに気の毒な結果となった。時間修正の結果ケ

ロニアが総合優勝となり、このレースのために舵社から提供されたJOG杯も獲得すること

となった。

へ

一
ら
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なおオリンパスⅡは早すぎたスタートをし、スタートラインにもどる際に正しくスタート

せんとした利根に避航をよぎなくさせたのでNOROレース規則に定めるところにより5筋

のペナルティを課した。

またスタート5分前以後まで桟走していた艇（艇名確認できず）があったことは残念なこ

とであった。

1967’第2回初島レース会計報告

収入の部

参加申込料

参加申込遅延料

参加料(会員）

〃（一般）

ニト
ロI

31隻

2〃

108名

21〃

支出の部

レース本部運営費（宿泊費、食費、交通費）

才1回艇長会議借室料

コミッテイーポート借料

通船借料

印刷費（帆走指示書出艇表等）

謝礼金（江の島ヨツトクラプ他2件）

雑費（電池等）

三差L

旨I

差引残額 75，625円
■■ー二凸■』ニモ

－10－

レース帆走委員長

戸田邦

51，000円

4，000円

54，000円

42，000円

151，000円

52355円

2，100円

3，000円

2，000円

1，500円

5，700円

1，720円

55，575円

司
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第8回鳥羽パールレース報告書

鳥羽パールレース恒例の前夜祭はチタⅡ、コラーサ両艇の大平洋横断の祝賀を兼ねて行われ、

関谷会長を初めとし関東、東海、内海さらに京都の各支部からと、鳥羽市長、鳥羽海上保安部長

その他地元関係者多数が出席し真珠島の関係者をあわてさせる程大盛況のうちに終了しました。

レースは安定した夏型気圧配置の中で行われましたが、スタートの28日から29日の日中ま

では東高西低で南風が吹き、夕方から南風が弱まって30日には完全に高気圧にお畠われて弱い

海陸風に変ったため､大型艇に有利となり、MISS・SUNBIRDの完全優勝に終った。黒

潮の流れを利用しようとして、神子元島の南を通り大島ぎりぎりのコースを取った船が14挺と、

過半数を占めたが、島附近は風が弱かったため、追込みがきかず、一方伊豆半島沿いのコースを

取った艇は風に恵まれて、サーモンⅡ、サガミⅡ、それに初陣で健闘2位になった明日香など

が6～8ktで走り好成績を修めた。兄関西のホープ、ミネルバⅢは、スタートと同時に岸寄

りを飛び出し、MISS・SUNBIRDとせり合っていたが駿河湾沖からスピードが落ち、さ

らにフイニツシユ前に風が弱まったため4時間の差をつけられた。注目のケロニヤは石廊崎附近

でベロンコに合い潮に流されて、5時間を漂っていたのがた洩り結果はよくなかった。

30日16．25分に最終艇のサモンIが桟走でフイニツシユラインを通過して、NAVYBLUE

Ⅱのテイラートラプルがあった外無事レースを完了しました。

今回長距離レースであった弾め、レース委員とレース参加全艇了解を得て、サーモンⅡの無線

電話を試験的に使用しました。連絡時刻は毎日0100．と15．00の2回にした聖め無線の到達

距離のチェックは出来なかったがレース艇の位置と附近の海象及びフイニツシユ時刻の推定が出

来、海上保安部との連絡、家族からの問合せ等にも役立ち運営本部としては非常に好都合であり

ました。

毎度のことながら、海上保安部の皆様に厚くお礼申上げると共にミキモト真珠島の皆様更に城

ケ島灯台博物館の皆様にお礼申上げます。

レース委員長守屋克巳

（42．8．15）
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第8回鳥羽パールレース会計報告書

（42．8．17）

レース帆走委員長守屋克已

収入の部

参加申込料

参加料（会員）

〃（一般）

真珠島前夜祭会費

一
一
－

０
０
０
０

０
０
０
０

０
５
０
５

９

Ｆ

１

２

×
×
×
×

隻
名
名
名

４
９
８
５

２
８
１
６１

一
一
一
色
一
由

０
０
０
０

０
０
０
０

０
５
０
５

７
７

，

Ｆ

４
４
６
２

２
４
３
８

へ。

計 1，8ス､000．－

支出の部

レース本音暉営費（宿泊費、食費、交通費）

才1回艇長会議借室料

特設電話及電話料

真珠島前夜祭会費

コミツテイーカート、モーターボート、テンター借料

歓迎会（コラーサ）歓送船飲料費

謝礼品代（鳥羽海上保安部）

〃 （城ケ島灯台博物館）

印刷費（帆走指示書）

一
一
一
●
一
一
合
一
④
一
一
■

①

。

２
０
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
５

３
５
８
０
０
１
８
４
０
０
２
６

８
４
７
５
０
７
５
５
６
４
０
ろ

，

，

，

サ

リ

り

り
７

１
２
２
２
０
？
１
３
３
２
２
Ｚ

６
８
２

（
、

航跡図（チャート代及コピー代）
守

雑費

東海支部連絡費

計 199784．－

差引不足額 12，784．－
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第 8回鳥羽パールレース成績表

位｜

,綜合’

１
２
０
７
５
４
６
５
８
９
０
１

１
〃
６
５
４
２
５
９
８
７

１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
，
唾
『
ｑ
“
Ｊ

蟻
一
恥
泌
笠

繍
唖
鰯
‐
蕊
醗
驚
擬
識
耀
舗
繊

蕊

蕊
瀞
ゞ
“

ゞ
胤

報
蟻
鑑
識
驚

騨

嬢

殿
認

ｆ

町
１
・
■

1967，上半期相模湾ポイントレース会計報告

相模湾ポイントレース運営委員会
一一一一一一一一一-－－

｜

｜ ‘計5

｢-----‐

L摘要
月別

’－－－－－－．
－－－－ ろ 4１ 2

〆

252，000収 入 46，000132，000146，000138，000 48，00042，000

10,000i12,000
1．

，パ－，テイー費

’コミテイーポート使用料

支！‐‐ク・葉山
〃 江の島

〃 小網代

｡’ガソリン代

｜交通費

12，00012，000

ス000

10，000 76，00020.〔〕00

ろ.00014，000 ス000 24，0005，000 －

2,0001
1

2，000 2，000 12，0002，000 2，0002，000

2，000 2，000 12，0002．000 2，000 2，0002．000

2，000 2，000 12，0002，000 2，000 2，000 2，000

'’5001

1，260’

1，500 1，500 1，500 20001，500 1．500

J1，400','J1，620 R1607801 3，200

通 信賛

コミツテイー．事務局
飲食．宿泊費

雑 費

力ツフ.代

ヨツテル使用料

5701480 250 280 2，005350275

4，200 2，800 1ス400
，

1，470

ろ.800 2，700 2，600 1，500

出

280 670 420100
一
一

一
一

45，00043，000
一

ー ー■

」

3，000 3，000 18，0003，000 3，000 5，000 3，000

’
二L

同！ 56，080 28，450 31，650 78，7701256，05531，255 22830

△

30,ﾌ”差 引
二『

百丁 2920 3，550 14，550 6，745 12，170

42．8．18

－13－

着順

１
２
３
４
５
１
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

クラス

I

１

Ⅱ
〃
Ⅲ
〃
Ⅳ
Ⅲ
〃
Ⅱ
Ⅳ
〃
〃
〃
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
〃
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
〃
〃
Ｖ
Ⅳ
〃

艇名

r
ド

M工SSSUNB工RD；．828

MエNERVAⅢ．796

SAI』MONⅡ、756

月光Ⅱ、744

明日香、703

さがみⅡ、741

竜王丸、フ48

M工GRATOR、807

もさⅢ・710

S工RENA：、708

mP工CURmAN、702

NAVYBmEⅡ、707

スターダス卜、749

ドンドロI，701

BAL工』、R工NA、フ01

はやとりi、707

KmLONエA1．677

QUERエDA、707

どんがめⅦ、702

シ一メート、713

うずしお1．712

SALMON1．687

潮：．712

NADJAⅡ’701

T、0．F 所要時間 修正時間 オーナー艇長

27010．47

30．58．31

31．15．56

52．17．19

52．20．46

32．50．27

35．49．40

34．02．37

35．21．10

35924．59

35．34．'00

35．34．52

40．23．02

41．38．25

42．05．46

42．34．59

45．47．55

44．31．55

45．48．50

47．40．11

47．50．54

(桟走）

(取止）

（〃）

22．50Q17

24．20．48

25．58．12

24．01．22

22．44．22

24．20．06

・25‘18．11

27．28．25

25．06．92

125．04．29

’24．58．04

25．09．21

50．14．51

2？．11．25

29．50．54

50．06．22

29．58．52

31．28．47

52．09．41

55．59．19

154．04．05
DNF

！先

15．965



回会員の異動

特別会員より普通会員へ

4193横山晃(松）

5525石崎卓（神州）

普通会員より特別会員へ

4477佐藤和義（松）

脱会申込者

乙へ
5567石井桂二(KAY-SEVEN)

4486鈴木元邦(JUNEBRIDE)●

画新登録艇紹介
一
‐
１
１
１
‐
１
１
「
‐
‐
１
１
‐
‐
’

一
群
一
壷憲一武

オーナーIjOA×ｴjWL×B×．

F ，'1〃

26×20×76百

Z473×6.100×2．365×1.4101m･P・SEAVmR皿〃

24'11'×20'd×7'6''×5'0〃｜加藤栄美|諸磯

I｜”ゞ1609 し‘'5×""×2240X147W 田良之|江､島棗

ユ巳

クルーザー海洋教室終了報告

■

協賛艇

参加人員

12艇

日本海洋少年団

はまゆう会々員

学 研

58名

4〃

1〃

計43名

8月27日09：50参会者集合09：40より各艇に配乗、10:30LOTUSを先頭に出航す。

出航時S5～7米、前夜来の強風がおさまったばかりでうねりのみ強く、油壺入口では三角波になやま

され、各艇共ピッチング甚だしぃ。ために参会者中にマグロ続出の有様、此の状況の中を艇団は縦陣機

帆走にて油壷沖2海里に至り帆走に入り、城ケ島外周に向う。トランシーバー不調、視界不良（2マイ

－14－
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ル）で手旗の判読も不充分で艇団間連絡に多少不手際があったが、単位艇閉毎の自主帆走に切替え通信

不能をカバーして、編隊帆走を完遂出来ましたことは偏えに協賛艇各位の御努力、操艇技術の練度の結

果と深く感謝致します。城歩島至燵以前腱『とらふぐ」先づ参会者2名舟酔､､のため反転、油壷帰投、

他縄ま島を廻り城ケ島岸壁に接舷昼食0IJYMPusⅡ、Ⅲ世は予定通り劒跨沖に達し、視界不良の

ため他艇団を視認出来ぬま撰反転-三崎港にて全艇集結定刻油壷に入り予定スケジュールを無事終る。

参会者舟酔続出の海況下でN,ORCメンバーは全員艇体共に何等のトラブル無く其の実力を発揮出来ま

したことに参会者は一驚していた模様で今回の企画がNORO併びにクルーザーの実体把握のPRに役

立つたこと大変嬉しい。

関東支部海事普及委員落合公平へ

上述の行事に対しまして社団法人日本海洋少年団連盟会長名にて町重なお礼状をいた罫きましたので披

露します。

昭和42年8月28日

日本外洋帆走協会殿

社団法人日本海洋少年団連盟

会長山県勝見

拝啓

残暑なお、きびしき折益庵御健勝のことと存じます。

さて、海洋少年団は、海に親しみ、海に学び、海に鍜えることをモットーにし、カニー、手旗

結索などの訓練に励んでおりますが、今般日本外洋帆走協会においてクルーザー教室を開催するに

当り、都内高級団員多数がこれに参加させて頂き、まことに有難うございました。ヨットはもとよ

り、中には船に乗るのさえ始めてという団員もいて大変御迷惑をかけたと思います。

いづれにせよ参加団員たちは、クルーザーの概念を知ると共に数との貴重なる体験を得たものと思

います。

ここに各艇の皆様に心から厚く御礼申し上げますとともに、今後又機会がありましたなら、オニ、

才三のクルーザー教室をお願い申し上げたいと思います。

先は書中を以てお礼申しあげます。

敬具

－15－
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新入
ー

“、5．3]－42．8．20会員

(関東支部）

’勤務先(TEL)氏名

（特別会員）

EoPoSEAVmR

武部喜一

加藤栄美

安藤彦郎

棗田良之

フリート会員応
一一

7816

7817

フ833

7840

7845

（普通会員）

7815

7818

7819

7820

7821

7825

7826

7828

7829

7851

783'2

7834

7855

，7836

7857

7838

7841

7842

フ846

7847

7848 鯨井征一|横浜市保土ケ谷区常磐台282-,8横浜(33↑

（準会員)|

嬢”|…区瀬田町‘，‘(,,""‘‘ ｜日本大学横浜学園高等学校7822

7825

7824

7827

7850

7839

7845

7844

遠藤愛一郎I〃〃〃（701）3154
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校
生
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〃
生
生
学

高
蓉
等
篝
檸
認

躍
熾
暉
〃
大
市
法

城
浜
大

成
明
慶
成
横
日

Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
…
‐
・
‐
ｒ
ｑ
‐
ｉ
〆
‐
１
．
Ｊ
Ｉ
。
。
‐
Ｍ
‐
・
…
１
口
Ｉ
ｐ
Ｈ
■
■
○
口
！
○
ｌ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
Ｄ
Ｉ
０
１
１
ｐ
Ｕ
且
■
酢
■
０
日
。
■
］
ひ
、
■
Ｕ
ｆ
，
，
。
‐
０
．
ロ
ー
’
１
１
１
１
‐
‐
ｌ
碁
０
鰯
‐
，
公
・
ケ
蟹
ぴ
今
野
ロ
』

水野俊命|新宿区角筈3－↑44鈴木方(542)0029

樫田善太郎’大田区田園調布5－33－7

竹下政義’港区高輪2－15－6（441）1564

白谷喜三雄{:鎌倉市腰越3－28－14（0466）22－4005

富沢満'横須賀市船越5－49

本間純孝|杉並区下井草5-'5-‘（31｡)177ヨ
’

－16－

壷
磯
島
崎
壷
代
壷
露
壷
磯
代
‐
壷
磯
島
壷
織

″
の
″
〃
網
″
網
〃
〃

油
諸
江
長
油
小
油
横
油
諸
小
油
諸
〃
皿
吻
油
小

島
磯
浜
島
磯
代

の
″
の
〃
網

江
諸
横
江
諸
小



住所変更

(関東支部）

‘’

『↑1141田辺重忠|神奈川県葉山町下山ﾛ↑681
7764土肥由夫：東京都世田谷区新町3－516エイトハウス5号

4069五十嵐保夫神奈川県逗子市池子2－2－37

2278本間義雄〃相模原市相生4－10－8

‘5575松本学東京都港区南青山1－11－5O宇田川荘内 与篭睾－

2ろ07西村真神奈川県相模原市磯部4100－2相模台団地4－1－304『

4512三林耕士東京都中野区東中野1－46－3

16683一色忠之神奈川県逗子市久木3－10－3

，4467勝呂忠埼玉県浦和市岸町7－8－22矢島恭安方－

6610小林秀一東京都町田市玉川学園3－12－24

3428J、JANSSEN神奈川県三浦市初声町三戸2178（0468）81－5996；
；

4445東内靖司〃横浜市鶴見区駒岡町213－8束京トヨペツト駒岡社宅

5581芳賀俊一郎〃相模原市大沼字東通り3841－170

451‘伊藤善照.|東京都文京区千石3－39－3

‘47‘荒蒋｡出塁'千…志…ヶ職圏_‘_Ⅷ",,，

‘,,‘,須・真､|東京都合東区雷門2-‘－， ⑳

｜…"山‘-,,-‘‘3424会田順一 I’
且

55181安藤康喬神奈川県逗子市小坪2－1041

：556↑｜鬼本二郎東京都港区六本木7丁目12－25
￥1‐－－－－

8．ニー

■一

へ

G

ｑ
■
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｡支部だより（抜幸）

1．内海支部

◎本年度の「レース」スケジュールは下記のとおりきまりました。

a)紀伊水道レース～7月16日10:00スタート和歌浦～於亀瀬灯台～白浜

b)ｻﾄ体レース～8月19B25:00スタート西宮～ｻﾄ体

c)高松レース～11月2日23:00スタート的形～高松

◎フリート委員

的形フリート頴川三郎神村正弘

須磨〃塚本修前田豊一

西宮〃野本謙作樽谷博

二色〃岩崎清彦

和歌山〃谷川晴彦津田郁太郎

へむ

‐ミ

◎貴伝名氏の新艇MINERVAⅢ世は目下各レースに参加され、その優秀性を発揮してお

り、今夏の才8回鳥羽パールレースには、内海支部参加艇スターダスト．ト‘ンドロIと共

に力走され、所要時間30時間58分31秒で着順2位を占め、来春4月5日開催の香港

～マニラレース(CHINASEARAOE)に参加の予定とのことです。

（麻里記）
（
ｒ

2．東海支部
上F

r

D

◎前述のとおり、去る7月8～9日の両日にわたり、衣浦フリート結成記念行事が盛大に催

され、NORO本部より関谷会長、飯島専務理事、外山理事、麻里主事臨席し、武豊町役

場会館における前夜祭には関谷会長の挨拶あり、相互の親睦を深め、9日の「あきづき」

艦上における結成式並に1966，入賞艇表彰式には池田護衛艦隊司令官、藪下幕僚長以

下隊員各位参列の上厳粛に行われ、式後直､らに記念レース（同艦を首～美浜町河和沖約8

マイル）を挙行し、衣浦フリート所属艇EPIOUREANが優勝し両日にわたる行事に

有終の美を飾りました。
－18－



◎矛8回鳥羽パールレースには「うずしお」「QUERIDA」rEPIcUREAMI

「NAVYBI｣UmⅡ」の4艇が参加し、いづれも完走しました。

◎三谷ランデブー開催～8月19日（土）

前夜祭～19200－21：00ホテル竹島1階食堂

三河湾レース～8月20日（日）スタート10：00

コース～姫島一猿ケ島回航

串幻旦
ろ．京都支部

◎前号NORCニュースに記載のレース計画により活発にレースを展開しており、来る8月

26．27日には「近江舞子レース」を開催します。

◎新入会員氏名をお知らせします。

中谷修（しぶき）田村正男（ダム．ダム）谷口日出雄（しぶき）

若草弘一（しぶき）奥島敢（オクタピア）田村究（ダム．ダム）

前田亮平（しぶき）福村誠一郎（準．ノア）樺山資文（準．シーメート）

大川美栄子（準．フノL～・ジル一）

酉

4．西内海支部

格別なニュースが寄せられていませんので次号にゆづります。（麻里記）

囮年会費納入について

前号にて納入方お願いしましたが、事務処理上の関係もあり7月31日現在で未納の方々には

督促状を差し上げました。

お忘れなくお払込みの程重ねてお願いします。

特別会員（オーナー）多6，500（油壷記念碑基金含象）

普通会員（クルー）多3，500（〃）

準会員（クルー）髪1，500（〃）

へ

曲

４
．
《
も
．
全
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払込先

現金～東京都港区芝琴平町ろ5船舶振興ピル6階

社団法人日本外洋帆走協会

銀行送金～日本勧業銀行京橋支店（口座名）
1

ノ

住友銀行虎の門支店日本外洋帆走協会

1!

ト

回 関千寿子

NORC事務局勤務として7月10日付にて雇用しました。

事務処理もより一層迅遠正確になりますことと思います。

一
繰
胤
，
里

何分宜しくご指導の程お願いします。

編集後記

内容刷新もなく恐縮です。

原稿をお寄せ下さい。（麻里記）
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